
 

　さて、昨年の状況は国内では消費税率引き
上げの影響、海外では香港市場の混乱及び中
国を中心とした世界経済の減速等、足踏み状
態が続く中、当業界のおかれた状況も非常に
厳しいものであったと認識しております。
　一方、本年も昨年同様に厳しい市場環境が
続くものと思われます。国家間における政治・
経済の変化とそれに伴っての世界経済の不確
実性は、昨年同様に国内の市場環境にも影響
を与え、東京オリンピック・パラリンピックに向
けての景気向上策もジュエリー業界への影響
は予断を許さないと考えております。
　そのような中、日本ジュエリー協会は本年
も業界の活性化に向けて以下の諸施策を地
道に前進させていきます。

消費者の信頼向上のための情報開示の推進
　消費者からの信頼向上は業界活性化に
向けてのベースとなるものであり、そのための
情報開示を継続的に推進していくことが第
一であると考えます。消費者庁、国民生活セ
ンター及び消費生活センターとの情報交換
を通じ、多方面にわたり情報開示を推進して
いきます。

業界活性化対策の推進
　国内外における業界活性化対策
は緊急の課題となっております。国内
においては、ジャパンジュエリーフェ
ア・国際宝飾展の盛り上げ、JJAジュ
エリーデザインアワード・ジュエリー
コーディネーター事業の充実及び
「11月11日ジュエリーデー」の推進
を通じて国内市場への刺激策を強
化していきます。また、海外に向けて
は、香港ショーを中心とした中国・ア
セアン市場を見据えた活性化策を
進めていきます。

NIPPONの真珠・アコヤ真珠の
販売促進
　昨年、ソーシャルネットワークを活用
した「はじめてのパール」を真珠市場拡
大策として打ち出し、本年も、引き続き
日本真珠振興会との協業のもと、ジュ

エリー業界全体の活性化に繋げていくための
真珠市場拡大策を推進していきます。

人材育成策の実施
　人材育成策の推進は業界活性化に向けた
活動に欠かせません。特にジュエリー製作に携
わる人材及びジュエリー販売に携わる人材の
育成は重要です。日本ジュエリー協会では、「技
能者育成支援の充実」「JJAジュエリーデザイン
アワードの充実」及び「ジュエリーコーディネー
ター制度の充実・拡大」を推進しており、このこ
とがジュエリー業界の基盤拡充に寄与するもの
と確信しております。

　以上、市況の厳しさが増していく中、業界
活性化に向けた上記施策を地道に推進して
いきます。皆様のご支援ご協力の程、よろしく
お願い申し上げます。

全日本時計宝飾眼鏡小売協同組合
理事長

大西　勝一

　昨年は度重なる台風の襲来などの天災に
より、日本各地で被害に遭われた方も多くお
られました。ここに改めて被害に遭われた皆
様にお見舞いを申し上げます。
　景況に関しましては、世界経済の停滞、消費
税率の引き上げの影響といった足踏み状態が
続いており、当組合員の皆様が扱われておら
れる時計、宝飾、眼鏡、どの業界においても非
常に厳しい状況であったと認識しております。
　時計市場に目を向けると、国内時計メー
カー各社では一昨年に続き、景気は回復傾
向にあり業績も堅調に推移したと発表されて
おります。しかし、私ども中小時計宝飾眼鏡
専門店では、景気回復の実感はなく、いまだ
厳しい景況は変わっておりません。特に腕時
計では、メーカーによる特定商品に対する販
売条件の見直し、高価格帯の商品を中心に
据える商品ラインナップなどに大きな変化は
なく、これまでの取引状況、販売状況とは違
う環境が定着しつつあります。加えて、全国に
展開する家電量販店、カメラ量販店、百貨
店、さらにはテレビやネットなどによる通販業
者などだけに留まらず、メーカーによる直営
店などもライバルとなっているのが現況です。
　こうした状況を鑑みた結果、今後、全日本
時計宝飾眼鏡小売協同組合では、やはり時
計販売と時計修理・電池交換の二本柱を中

心に据えながら、中小時計宝飾眼鏡専門店
の取扱い商材である宝飾、眼鏡においても
しっかりとした土台を作らなければならない
との結論に基づき活動を考えております。先
日、組合員の皆様にお願いいたしました「組
合員店舗経営実態アンケート」の結果なども
参考にしながら、将来的に継続し得る業界と
していくため、具体的な施策をできるだけ早
急にご提案申し上げ、皆様にご参画いただけ
るように考えております。
　今年は子年で、十二支の始まりの年でもあ
り、株式市場にも「子年は繁栄」という格言が
あり、株価が上昇する傾向にあると言われて
います。そして７月にはいよいよ東京オリンピッ
ク、パラリンピックが開催されます。この機に乗
じて、皆様の商売が少しでも上向くことができ
ますよう組合活動を推進してまいります。
　もちろん、これまで各関係団体が推進して
おられます、ジュエリーコーディネーター制度
（日本ジュエリー協会）、認定眼鏡士制度（日
本眼鏡技術者協会）、さらに眼鏡技術者国家
資格推進機構が目指しておられる、国家資格
制度も支持し、連携を深めてまいります。
　末筆とはなりましたが、業界の皆様の一層
のご繁栄とご健勝を祈念し、業界の皆様の
ご協力ご指導をお願い申し上げ、年頭の挨
拶とさせていただきます。

一般社団法人日本ジュエリー協会
会長

小山　藤太
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　平成から令和への改元がなされ、新しい時代の
幕が開き初めての新年です。皆さまにおかれまして
は、この特別な新年を健やかにお迎えのこととお慶
び申し上げます。また、日頃より弊協会の活動へのご
理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、長らく1月と3月に分かれて開催されておりま
したスイスの２大時計展示会「ジュネーヴサロン」と
「バーゼルワールド」ですが、他大陸からの来訪者

が双方に一度の出張で参加できるようにと、本
年はジュネーブが４月２５日～２９日、バーゼル
が４月３０日～５月５日と連続する形で、少なくと
も２０２４年までの５年間は会期を協調し繋げ
て開催することが発表されました。
　それに加えまして「ジュネーヴサロン」が
“Watches &Wonders GENEVA”と名称とコ
ンセプトを変更し、これまでの招待者限定に閉

ざされた展示会場だけでなく、会場を市内にも用意
し、子供も含め一般客も参加でき、時計の魅力はも
ちろん、時計業界で働くことの魅力も伝えるようなプ
ログラムも用意しての開催となるようです。既に複数
の有力ブランドが出展取り止めを発表していること
も、会期が後ろ倒しになることによる受注オペレー
ションへの影響など、さまざまな問題があることは承
知しておりますが、この変更からは、「高級時計ブラ
ンドのディーラー（＝これまでの招待者）」のみを対
象とするのではなく、「広く時計に対する憧れを喚
起」し、「将来時計をご購入いただける予備群を育
成」し、「時計業界で働きたい人も増やしていく」とい
う意図を感じます。
　この取り組みを見るためだけに海を渡る方はい
らっしゃらないと思いますが、会場の近隣に在住す
る若者たちが、この機会にそれらの会場を訪れ「い

ずれは良い時計を手にしてみたい」または「将来時
計産業で働く道を選びたい」と思うキッカケにはなる
のではないかと思います。一企業ではない業界のプ
ラットフォームとなり得る「協会」のような存在が取り
組むべきは、このようにその業界が健全に発展して
いくために地道に良い種を撒き、適度な水や栄養を
送り続けることだと考えます。私共（一社）日本時計
輸入協会が取り組んできておりますウオッチコー
ディネーター資格検定制度（略称CWC）は、日々店
頭で時計の魅力をお客様にお伝えしている「時計販
売のプロフェッショナル」のための、おそらく世界で
唯一の検定制度になります。
2012年の第１期から現在8期、
上級CWCも2017年から3期、合
わせて2338名の会員が誕生し
ており、その多くは時計業界で働
く方ではありますが、実は毎年一
定数の時計ファンの方や、時計
学校で学ぶ学生の方々にも受検

と資格取得をしていただいております。CWC資格を
持った方のみが参加できる講座や視察企画も複数
ご用意しており、こうした場は、時計販売のプロとし
て研鑽を積んでいただく場をご提供するだけでな
く、時計ファンの方にさらに時計への造詣や愛着を
深めていただくことや、学生さんに業界の実際を
知っていただく機会にもなっております。本年も、日
本時計輸入協会は健全な業界の発展のためにでき
ることを一つ一つ丁寧に実行していきたいと思って
おります。皆さまのご健勝とご多幸を祈念いたしまし
て、新年のご挨拶と代えさせていただきます。

一般社団法人 日本時計輸入協会
理事長

堀田　峰明

一般社団法人日本時計協会
会長

佐藤　敏彦

　今年は東京オリンピック開催の年であり
ますが、我々時計業界にとりましては「時の
記念日」制定100周年という記念すべき年
でもあり、4月21日より上野の国立科学博
物館にて2か月の期間「時展覧会2020」が
開催され、当協会もこの企画展に参画し、
「時計100年の技術の進歩」を担当、展示
致します。是非ご覧いただければ幸いです。
　さて、昨年の当会の事業活動を振り返
りますと、常設の７委員会の内、特に、技
術標準化では、ISO国際標準化において
日本が幹事国である「耐磁ウオッチ」の国
際規格案が承認され、JIS日本産業規格
においては「ダイバーズウオッチ」の原案
作成委員会を立上げました。
　また、次世代育成推進事業では、第57回
技能五輪全国大会の「時計修理職種」に
参加する若手技能者への積極的な指導、
支援を実施致しました。また、霞が関子ども
デー、キッザニアではウオッチ、クロック組立
教室を実施し、子供たちにモノ作りを通し
て時計に興味を持ってもらう啓蒙活動にも
力を入れました。更に、3年前に開始した東北
被災地復興支援として、福島大学との連携に
よる福島県相双（そうそう）地区被災地の小・
中学生、地域住民の方々を対象としたウオッ
チ、クロック組立教室を開催し、好評を得ると同
時にこの活動が現地での夏のイベントとして定
着しつつあることは大変嬉しく思います。
　本年も、重要な技術標準化事業として
ISO国際標準化推進活動での更なるプレゼ
ンス発揮と戦略的なJIS日本産業規格推進
活動に尽力し、技術関連課題にも積極的に
取り組んで参ります。

　また、次世代育成推進事業活動を通し
て少しでも我々時計業界全体のすそ野が
広がっていって欲しいと願うものです。
　さて、昨年の国内の経済情勢は、消費
増税後も深刻な景気後退には至らな
かったものの、企業の設備投資の伸びの
鈍化、個人消費も弱い伸びに留まるとの
見方がなされております。また、海外では、
米・中貿易摩擦、欧州における英国のEU
離脱問題など世界経済の展開に予断を
許さない情勢の中、今後の動向には充分
な注意が必要であると感じます。
　このような内外の経済情勢の中で、我
が国の時計産業は、協会統計によります
と、生産・輸出においては、ウオッチでは
中・高価格帯が比較的堅調に推移し、数
量、金額ともに前年を上回る見込みです
が、クロックは数量、金額共に前年をやや
下回る見込みとなっております。
　成熟産業と言われる時計産業ではあ
りますが、各会員企業では、市場の拡大
を見せている、いわゆる“スマートウオッ

チ”分野の製品開発にも力を入れる一方、古
き良き伝統を継承しつつイノベーションも推
進し、高付加価値製品の開発、中・高価格製
品の更なる充実により、ブランド戦略の強化
に一層力を入れて参ります。商材そのものに
魅力がある限り時計分野は明るい未来があ
ると確信しております。
　本年も引き続き、関係各位の倍旧のご指
導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げま
すと共に業界皆様の一層のご繁栄とご健勝
を祈念し、年頭のご挨拶といたします。
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